
中
国
研
究
集
刊

中
井
木
菟

徳
堂
の
遺

ー
小
笠
原
家
に
預
け
ら
れ
た
も
の
を
中
心
に
—
|
＇

が
受
け

平
成
二
十
九
年
六
月

い
だ

竹

田

健

二



）
と
昭
和
十

て
い

。

は
じ
め
に

中
井
木
菟
麻
呂
が
受
け
継
い
だ
懐
徳
堂
の

小
笠
原
家
に
預
け
ら
れ
た
も
の
を
中
心
に

中
国
研
究
集
刊
果
号
（
総
六
十
三
号
）
平
成
二
十
九
年
六
月

こ。t
 

に
は
、
そ
の
後
蒐
集
さ
れ
た
も
の
を
含
め

る
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ

四
五
ー

頁

そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
し

る
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
間

る
手
が
か
り
を
得
る
べ
く
、
二

0
一
六
年
に
懐
徳
堂

に
収
蔵
さ
れ
た
資
料
を
も
活
用
し
て
検
討
を
加
え
る
。

（
一
九
四
九
）
十
二
月
、

の
寄
贈
し
た
も
の

竹

田

健
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「
懐
徳
堂
遺
物
寄
進
の
記
」

本
章
で
は
先
ず
、
木
菟
麻
呂
が
昭
和
七
年
（
二
ニ
）
に
財

団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
た
懐
徳
堂
関
係
遺
書
遺
物
に
つ

い
て
記
し
た
「
懐
徳
堂
遣
物
寄
進
の
記
」
（
『
懐
徳
』
第
十
一
号

〔
昭
和
八
年
〈
一
九
三
三
〉
十
月
〕
所
収
）
に
基
づ
い
て
、
木
菟

麻
呂
目
身
が
、
受
け
継
い
だ
懐
徳
堂
関
係
の
遺
書
遺
品
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

木
菟
麻
呂
は
「
懐
徳
堂
遺
物
寄
進
の
記
」
に
お
い
て
、
「
吾
が

家
の
蔵
品
に
て
大
阪
府
立
圏
書
館
に
寄
託
し
て
あ
る
懐
徳
堂
遺
書

遺
物
と
稲
ふ
る
物
に
は
自
か
ら
二
種
類
が
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
の

中
の
一
種
類
は
「
奮
懐
徳
堂
書
院
の
屏
障
門
聯
扁
額
等
、
純
ら
書

堂
に
附
島
し
て
、
寛
政
再
建
以
後
に
於
け
る
書
堂
の
装
飾
と
な
っ

て
ゐ
た
者
の
中
で
、
今
に
残
存
し
て
ゐ
る
者
」
で
あ
る
と
し
、
こ

れ
を
甲
種
遺
物
と
す
る
。
そ
し
て
も
う
一
種
類
は
「
和
丑
奄
竹
山
蕉

園
碩
果
の
遣
書
類
、
専
ら
中
井
氏
一
家
の
遺
品
に
麗
す
る
者
」
で

あ
る
と
し
、
こ
れ
を
乙
種
遺
物
と
す
る
。
な
お
、
木
菟
麻
呂
は
懐

徳
堂
の
遺
書
遣
物
と
水
哉
館
の
遣
書
遣
物
と
を
明
確
に
区
別
し
て

お
り
、
甲
種
遺
物
は
も
と
よ
り
、
乙
種
遺
物
の
中
に
も
「
履
軒
柚

園
に
凰
す
る
水
哉
館
の
遺
物
」
は
含
ま
れ
な
い
。
そ
し
て
木
菟
麻

呂
は
こ
う
し
た
区
別
に
つ
い
て
、
「
奮
幕
時
代
に
は
此
の
や
う
な

麗
別
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
予
は
便
宜
上
此
の
や
う
に
別
稲

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

木
菟
麻
呂
の
言
う
乙
種
遺
物
の
定
義
は
、
「
専
ら
中
井
氏
一
家

の
遺
品
に
隔
す
る
者
」
、
つ
ま
り
中
井
家
の
財
産
と
し
て
木
菟
麻

呂
が
相
続
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
甚
だ
明
確
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
甲
種
遣
物
の
定
義
は
、
「
便
宜
上
」
の
区

別
と
は
い
え
、
明
確
さ
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い

う
の
も
、
木
菟
麻
呂
は
甲
種
遺
物
を
更
に
記
録
類
・
扁
額
門
聯

類
・
屏
障
掛
幅
類
・
典
籍
器
物
類
の
五
つ
に
区
分
し
て
お
り
、
そ

の
中
の
扁
額
門
聯
類
や
屏
障
掛
幅
類
、
具
体
的
に
は
「
白
鹿
洞
掲

示
額
面
」
（
白
鹿
洞
書
院
掲
示
）
・
「
懐
徳
堂
講
堂
楯
上
小
障
宋
六

君
子
圏
」
（
宋
六
君
子
図
）
・
「
入
徳
門
聯
」
・
「
懐
徳
堂
幅
」
・
「
並

河
寒
泉
教
授
が
出
懐
徳
堂
歌
」
・
「
懐
徳
堂
講
堂
障
子
文
見
筆
婦

馬
放
牛
圏
」
・
「
懐
徳
堂
絵
圏
屏
風
」
．
「
木
司
令
」
な
ど
は
、
確
か

に
「
純
ら
書
堂
に
附
屡
し
て
、
寛
政
再
建
以
後
に
於
け
る
書
堂
の

装
飾
と
な
っ
て
ゐ
た
」
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し

、

記

録

類

に

分

類

さ

れ

て

い

る

冊

並

一通」

・
学
校
公
務
記
録
・

御
同
志
中
相
談
覚
・
芋
蔵
変
宅
二
付
御
同
志
中
懸
合
覚
・
逸

史
献
上
記
録
・
義
金
助
成
金
簿
・
助
成
金
書
類
・
竹
山
先
生

状

・

附

、

及

び

明

治

四

十

四

年

の
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そ
し
て
、

別
は
な
か
つ

う
し
た

の、

の
や
う
な
犀

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
こ

の
区
分
は
、
懐
徳
堂
が
廃
校
と
な
っ
た
時

の
処
分
に
由
来
す
る
と
推
測
さ

の

に
お
い

加
島
村
の
親
戚
・
小
笠
原
氏

原
氏
に
預
け
ら
れ
て
い
た
も
の

は
、
そ
の

て
い
る
。
そ
こ

に
検
討
を
加
え
る
。

れ

る

。

す

な

わ

ち

、

の

に

つ

い
て
は
、
そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
が
引
き
取
り
、
そ
の
上
で
個
人
の

兄
な
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

に
属
す
る
も
の
と
し
て
預
人
の
中
井
桐
園
が
引
き

い
だ
遺
書
遺
品
の
中
に
は
、

る
も
の
と
が
あ
る
こ
と
と

物

）

と

て

理

解

し

て

い

た

こ

そ
れ
で
は
、
菟
麻
呂
の
受
け
継
い

物
は
、
懐
徳
堂
の
廃
校
後
、
ど
の
よ
う

に
受
け
継
が
れ
る
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て

に

お

い

て

、

い
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甲
種
遣
物
に
は
掛
幅
屏
障
堂
聯
等
敷
多
く
あ
っ
た
の
で
あ

る
が
、
多
く
は
明
治
己
巳
寝
校
の
際
に
失
は
れ
て
、
今
の
遺

物
は
僅
に
其
の
一
部
が
残
存
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
此
等
は
麿
校
の
後
、
乙
種
遺
物
と
共
に
大
阪
府
加
島
村

の
親
戚
小
笠
原
氏
の
庫
中
に
預
け
て
あ
っ
た
の
を
、
先
子
の

没
後
、
家
を
東
京
に
移
し
て
後
は
、
久
し
く
上
野
の
帝
室
博

物
館
に
託
存
し
て
あ
っ
た
の
だ
が
、
明
治
四
十
四
年
十
月
、

懐
徳
堂
記
念
會
の
主
催
に
て
、
大
阪
博
物
場
美
術
館
に
於

て
、
懐
徳
堂
展
覧
會
を
開
設
せ
ら
れ
た
際
、
乙
種
遺
品
及
水

哉
館
遺
物
と
共
に
出
陳
し
、
閉
會
後
大
阪
府
立
圏
書
館
に
寄

託
し
て
、
今
日
っ
た
の
で
あ
る
。

木
菟
麻
呂
は
こ
こ
で
、
甲
種
遺
物
は
「
乙
種
遺
物
と
共
に
大
阪

府
加
島
村
の
親
戚
小
笠
原
氏
の
庫
中
に
預
け
て
あ
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る
。
な
お
、
木
菟
麻
呂
の
父
・
中
井
桐
園
が
死
去
し
た
の
は

明
治
十
四
年
(
-
八
八
一
）
、
木
菟
麻
呂
が
正
教
会
の
ニ
コ
ラ
イ

の
要
請
に
応
じ
て
大
阪
か
ら
東
京
へ
と
移
住
し
た
の
は
明
治
十
五

年
(
-
八
八
二
）
七
月
で
あ
る
（
注
3
)

。
従
っ
て
、
こ
の
記
述
を
そ

の
ま
ま
読
む
と
、
木
菟
麻
呂
は
明
治
十
五
年
以
降
、
彼
が
継
承
し

氏
に
つ
い
て
一

部
分
で
あ
る
。

て
い
る
。
そ
の

つ

の

た
甲
種
遺
物
を
「
乙
種
遺
物
と
共
に
」
す
べ
て
東
京
へ
で
帝

室
博
物
館
に
寄
託
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
明
治
四
十
四
年
の
懐
徳

堂
展
覧
会
に
出
品
し
た
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
詳
し
く

は
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
理
解
に
は
問
題
が
あ
る
。

二
つ
目
は
、
懐
徳
堂
絵
図
屏
風
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
で

あ
る
。

西
村
碩
園
博
士
が
海
外
旅
行
よ
り
婦
ら
れ
た
際
、
網
嶼
の
鮒

字
に
て
歓
迎
會
が
あ
っ
て
、
余
も
招
請
に
預
っ
た
が
、
同
日

加
島
村
小
笠
原
氏
に
預
け
て
あ
っ
た
懐
徳
堂
の
刻
額
や
、
破

れ
た
る
竹
行
李
を
取
り
来
り
て
、
鮒
宇
の
席
上
に
開
展
し
た

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
行
李
の
中
に
は
、
余
も
始
め
て
見
た

の
圏
類
や
諸
種
の
記
録
類
な
ど
が
あ
っ
た
が
、

の
際
、
そ
れ
ら
の
諭
圏
類
や
家
に
保
存
し
て

i

堂
の
構
圏
に
闊
す
る
者
を
牧
輯
し

っ
た
の
が
是
で
あ
る
。

是
も
加
島
村
小
笠
原
氏
に
預
け
お
き
た
る
竹
行

の

中

か

ら

見

出

し

た

者

で

あ

る

。

そ

の

の

開

つ
目
は
、

い
る
部
分
で
あ
る
。

に
つ
い
て
述
べ
て

(148) 



る

女
は
大
阪
同
心
の
笹
脇
正
心
に
、

尚
敦
に
適
け
り
、
）

て
後
ち
、
桐
園
を
以

は
敦
授
と
為
れ
り
。

八
女
は
京
都

Jヽ

シ

タ

レ

ド

モ

、

ヲ

引

キ

挑

尚
移
轄
二
廿
八
日
ヲ
費
シ
、

者
ハ
―
ニ
ノ
親
戚
ニ

ニ
カ
、
リ
タ
ル
モ
ア
リ
、

そ
れ

0
)
か
ら
明
治
四
十

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

て
い
る
。

夕 タ
リ
シ

の
よ
う
な
関
係
に
あ

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
に
つ
い
て
木
菟
麻
呂

竿
遺
物
寄
進
の
記
」
に
お
い
て
は
特
に
説
明
し
て
い

し
か
し
、
西
村
天
囚
の
『
懐
徳
堂
-
「
（
五

」
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

（
一
九

（
七
）
に

の
中
に
、
ま
た

の
中
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る

そ

れ

で

は

、

、

以
上
の
よ
う
に
、

日

で

あ

つ

つ

て

あ

っ

て

、

の
席
上
で
披
露
に
及
ん
だ
か
ら
、

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
鮒

の
日
が
即
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並
河
教
授
ハ

ノ
事
ヲ
任
ジ
テ
理
財
ノ
途
二
通
ゼ

懐
徳
堂
を
閉
鎖
し
た
後
、
本
庄
村
に
移
住
し
た
中
井
桐
園
や
並

河
寒
泉
は
、
懐
徳
堂
か
ら
遣
書
遺
物
を
二
十
八
日
も
か
け
て
本
庄

村
へ
と
運
び
出
し
た
の
だ
が
、
「
本
庄
村
ノ
土
蔵
二
入
レ
キ
ラ
ヌ

者
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
「
―
ニ
ノ
親
戚
二
預
ケ
」
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
親
戚
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
懐
徳
堂
の
廃
校
後
、
預
人

の
中
井
桐
園
と
教
授
の
並
河
寒
泉
と
は
、
一
旦
共
に
本
庄
村
に
移

住
し
、
そ
の
後
寒
泉
は
桐
園
一
家
と
別
れ
て
暮
ら
し
た
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
懐
徳
堂
廃
校
直
後
に
懐
徳
堂
か
ら
本
庄
村

へ
と
運
び
出
さ
れ
た
懐
徳
堂
の
遣
書
遣
物
に
は
、
後
に
木
菟
麻
呂

が
受
け
継
ぐ
と
こ
ろ
と
な
っ
た
中
井
家
の
所
有
物
で
あ
る
乙
種
遣

物
と
懐
徳
堂
に
属
す
る
甲
種
遺
物
と
に
加
え
て
、
寒
泉
の
所
有
物

も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
寒
泉
の
所
有
物
に
つ
い
て
は
、
中
井
家
の
所
有
物

や
懐
徳
堂
に
属
す
る
も
の
と
の
間
に
、
区
別
が
設
け
ら
れ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
『
懐
徳
堂
水

i

に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

モ
ア
リ
テ
、
現
存
セ
ル

テ、

メ
テ
少
シ
、

ヲ
存
留
セ
ル
ノ
ミ
ナ
リ
、

シ

ズ
、
懐
徳
堂
ノ
財
政
窮
迫
シ
テ
救
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
テ

モ
‘
―
二
桐
園
ノ
料
理
二
任
セ
テ
更
二
闊
知
セ
ザ
ル
者
ノ
如

ク
ナ
リ
シ
故
、
桐
園
ノ
書
器
ヲ
景
グ
ヲ
聞
キ
テ
ハ
、
先
業
保

任
ヲ
霊
サ
ゞ
ル
者
ト
シ
テ
喜
ズ
、

ル
者
ナ
ド
ハ
書
林
ヨ
リ
買
ヒ

タ
ル
者
モ
ア
リ

ヲ
任
ジ
テ
理
財
ノ
途
二
通
」
じ
て
い
な
か
っ

た
寒
泉
は
、
逼
迫
す
る
懐
徳
堂
の
経
営
を
支
え
る
た
め
に
桐
園
が

書
籍
な
ど
を
売
却
し
た
こ
と
を
心
良
く
思
わ
ず
、
「
書
林
ヨ
リ
買

ヒ
戻
シ
テ
、
並
河
家
ノ
蔵
書
卜
為
」
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
逸
話
は
、
中
井
家
や
懐
徳
堂
の
も
の
と
、
寒
泉
の
所
有
物
と

が
、
基
本
的
に
は
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ

る
（
注
6
)
0

な
お
、

す
な
わ
ち
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
木
菟
麻
呂
は
後
に

自
作
の
漠
詩
の
中
で
、
小
笠
原
家
に
預
け
ら
れ
て
い

に
お
い
て
木
菟
麻
呂
は

「

―

一

ノ

親

戚

二

預

ケ

」

「

其

後

盗

難

ニ

カ

、

リ

タ
ル
者
モ
ア
リ
、
賣
却
シ
タ
ル
者
モ
ア
リ
テ
、
現
存
セ
ル
者
極
メ

テ
少
シ
」
と
、
そ
れ
ら
が
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
な
い
か
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

テ
、
並
河
家
ノ
蔵 ノ
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の

の
伝
承
を
理
解
す
る
上

こ
の

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
り
と
な
る
の
は
、

て
い

て
い
た
も
の

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
木
菟
麻
呂

ら
れ
て
い
た
遺
書
遣
物
の
中
に
盗
難
な
ど
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も

の
が
あ
る
と
し
て
も
、
現
存
す
る
も
の
が
本
当
に
「
極
メ
テ
少
」

な
い
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ

れ

で

は

、

の

と

こ

ろ

に

預

け

ら

れ

て

い

た

懐

徳

堂

っ
た
時
期
は
、
い
つ
頃

て
い
た
も
の
を
木
菟

に

わ

づ

七

館
の
所
蔵
す
る

か
ら
拾
っ
た
記

解
明
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

は
「
館
務
日
誌
に
記
載
ぶ

が
、
人
文
会
は
隔
月
開
催

の
と
考
え
る
」
と
述
べ
る

し
か
し
、
拙
稿

そ
の
活
動つ

い
て
多
治
比
氏

つ
け
て
い
な
い

っ
た
も

0
)
 

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
て
は
、
多
治
比
郁
夫
氏
が

の

の
だ
と
し
て
も
、

を
指
し
て

に
つ
い
て
の
み
、
廃
校
後
小

て
い
た
も
明
言
し
て
い
る
の
だ
が
、
他

の
中
に
も
小
笠
原
氏
に
預
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
存

の
中
に
も
、
小

外
旅
行
よ
り
闘
ら
れ
た
際
、
網
嶼
の
鮒
字
に

た
時
に
取
り
出
し
て
「
鮒
宇
の
席
上
に
開
展

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
こ
の

つ
開
催
さ
れ
た
、
ど
の
よ
う
な
会
合
な
の
か
に
つ
い

る。

大
阪
人
文
会
第
五
次
例
会

しヽ
ょ

99~ 

と

と
述
べ
て
い

が
あ
っ

た

が
海
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例

会

の

に

つ

い

て

、

で

は

一

―

十
日
、
「
経
過
報
告
第
一
」
で
は
二
十
九
日
と
記
述
が
異
な
る
の

略
ヽ

七
月
三
十
日
第
五
次
例
會
ヲ
開
ク

懐
徳
堂
記
念
祭
ハ
明
年
十
月

ト
ト
シ
同
會
:
則
案
ヲ
再
議
ス

同
會
ハ
人
文
會
ヲ
以
テ
‘
―

起
人
ヲ
推
薦
ス
ル
ノ
要
一

ク
（
「
経
過
報
告
第
一
」
）

七
月
廿
九
日
大
坂
人
文
會
第
五
次
例
会
ヲ
網
島
鮒
宇
楼
二
開

二
績
キ
記
念
會
則
案
ヲ
議
決
ス
其
文
左
ノ
如
シ
（
下

日
ヲ
以

ス
ル
コ

記

念

会

記

録

」

」

（

第

十

七

号

、

二

0
0
八
年

二
月
）
、
及
び
「
大
阪
人
文
会
と
懐
徳
堂
記
念
会
ー
懐
徳
堂
記
念

会
蔵
「
経
過
報
告
第
一
」
を
中
心
に
ー
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第

四
十
六
号
、
二

0
0
八
年
六
月
）
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
、
一
般

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
所
蔵
す
る
資
料
で
あ
る
「
懐
徳
堂
記

念
会
記
録
」
及
び
「
経
過
報
告
第
一
」
に
は
、
大
阪
人
文
会
第
五

次
例
会
が
明
治
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)
七
月
末
に
開
催
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
両
資
料
の
記
述
か
ら
、
明
治
四
十
三
年
七
月
末
に
大
阪
人

文
会
の
第
五
次
例
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か

も

念

会

記

録

」

の

記

述

か

ら

、

そ

の

開

催

場

所

は

大

で
は
な
く
、
「
網
島
鮒
宇
楼
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
し
た
（
注
7
)
0

な
お
、
木
菟
麻
呂
こ
ろ
の
西
村
天
囚
の
海
外
旅
行
と

は
、
明
治
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)
四
月
か
ら
大
阪
朝
日
新
聞
社

が
主
催
し
た
「
第
二
回
世
界
一
周
会
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

大
阪
朝
日
新
聞
明
治
四
十
三
年
一
月
三
十
一
日
付
の
第
一
面
の
記

事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
界
一
周
旅
行
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ

た
日
英
博
覧
会
の
見
学
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
四
月
六
日
に
横

浜
を
出
発
し
（
長
崎
・
神
戸
か
ら
の
乗
船
も
可
）
、
四
月
十
六
日

ハ
ワ
イ
ー
四
月
二
十
二
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ー
四
月
二
十
七
日

シ
カ
ゴ
ー
五
月
二
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ー
五
月
十
四
日
リ
バ
プ
ー
ル

ー
五
月
十
五
日
ロ
ン
ド
ン
ー
六
月
三
日
パ
リ
ー
六
月
八
日
ベ
ル
リ

ン
I
六
月
十
一
日
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
ー
六
月
十
四
日
モ
ス
ク
ワ
ー
六

月
二
十
五
日
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
ー
六
月
二
十
八
日
敦
賀
到
着
の

予
定
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
・
「
経
過
報
告
第
一
」
の
両
記

録
に
は
、
大
阪
人
文
会
第
五
次
例
会
に
天
囚
の
世
界
一
周
か
ら
の

帰
国
を
歓
迎
す
る
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
や
、
こ
の
例

会
に
木
菟
麻
呂
が
参
加
し
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
無
い
。
ま
た
木
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六
月

て
い
る
（
出
8
)

。
こ
の

日
付
の
部
分
に
は
、
以
下
の

文
で
記
さ
れ
て
い
る

し
た
も
の
と
を
示
す
。

な
ど
を
人
文
会

こ
う
し
た
太
田
の

の

日
ま
で
の
太
田
の
日

の
理
由
は
、

の
帰
朝
を
歓
迎
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
例

が
出
席
し
、

ゃ

は
、
大
阪
人
文
会

っ
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
中
に
は
、

る
太
田
源
之
助

と
大
阪

が
、
の
鮒
字
楼
で
開
催
さ
れ
た
別
の

で

あ

っ

た

の

か

、

そ

れ

と

も

同

で

あ

っ

た

の

か

を

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
一
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録

」

と

一

」

と

に

七

月

末

に

大

阪

人

文

会

次
例
会
が
網
島
の
鮒
宇
楼
に
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
る
こ
と
を
裏
付

け
る
も
の
で
あ
り
、
日
付
に
つ
い
て
は
、
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」

に
あ
る
三
十
日
が
正
し
い
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

太
田
の
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
木
菟
麻
呂
が
「
懐
徳
堂
遺
物
寄
進

の
記
」
に
お
い
て
「
西
村
碩
園
博
士
が
海
外
旅
行
よ
り
帰
ら
れ
た

際
、
網
嶼
の
鮒
宇
に
て
歓
迎
會
が
あ
っ
て
、
余
も
招
請
に
預
つ

た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
席
上
で
、
後
に
「
懐
徳

堂
絵
図
屏
風
」
と
な
さ
れ
る
「
懐
徳
堂
の
綸
圏
類
」
や
『
萬
年
先

生
論
孟
首
章
講
義
』
を
展
示
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
符
合
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
大
阪
人
文
会
の
第
五
次
例
会
が
明
治
四
十
三

年
(
-
九
一

0
)
七
月
三
十
日
、
西
村
天
囚
の
世
界
一
周
か
ら
の

帰
国
を
歓
迎
す
る
意
味
を
込
め
て
、
通
常
の
例
会
の
会
場
で
あ
っ

た
大
阪
府
立
図
書
館
で
は
な
く
、
網
島
の
鮒
宇
楼
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
例
会
に
中
井
木
菟
麻
呂
が
招
か
れ
て

出
席
し
た
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
五
9
)
0

木
菟
麻
呂
が
大
阪
人
文
会
第
五
次
例
会
に
出
席
し
て
い
た
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
資
料
が
、
実
は
懐
徳
堂
文
庫
の

第
一
次
新
田
文
庫
の
中
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
阪
人

文
会
第
五
次
例
会
の
当
日
配
布
さ
れ
た
資
料
と
見
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
（
図

1
)
五
10)

。
新
田
文
庫
の
資
料
は
、
木
菟
麻
呂
が
亡
く

な
る
ま
で
手
元
に
残
し
て
い
た
も
の
で
、
木
菟
麻
呂
の
没
後
は
妹

の
資
料
は
、
何
ら
か
の
会
合
に
お
い
て
配
布
さ
れ
た
も
の

と
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
配
布
さ
れ
た
会
合
の
名
前
や
そ
の
開

催
日
に
関
し
て
は

何
も
記
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
従
来

は
果
た
し
て
何
の

資
料
な
の
か
が
分

か
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
資

料
に
は
、
「
本
日

と
し
て

世

界

周

中

の

感

想

西

村

天

囚

／
安
政
以
後
の
懐

徳

堂

中

井

木

菟

麿
」
と
記
さ
れ
、

続
い
て
十
箇
条
か

ら
な
る
未
確
定
段

図
1
)

の

終

子

が

、

の

没

後

は

終

子

・

新

田

和

子

が

受

け

継

ぎ
、
昭
和
五
十
四
年
(
-
九
七
九
）
と
昭
和
五
十
八
年
(
-
九
八

三
）
と
の
二
回
に
分
け
て
、
新
田
氏
か
ら
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ

こ。t
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網
嶼
の
鮒
字
に
て
」
開
催
さ
れ
た
と
述
べ
て

と
は
、
明
治
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)
七
月
三

に
開
催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
第
五
次
例
会
だ
っ
た
こ
と
を
述

初
め
て
知
る

し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

丁ヽ
5

、

＇ 

の
時

、
以
下
の
通
り
で
あ
る

四

木
菟
麻
呂
の
漢
詩

こ
の

料、

の

゜
て
い

な

る

の

が

、

上

の

の

資

す
な
わ
ち
大
阪
人
文
会
第
五
次
例
会
で
配
布
さ
れ
た
資
料
に

て

い

る

木

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

こ

ょ
、
こ

'~,
1 

て
あ
っ

お
そ
ら
く
は
そ
れ
ら
を
引

き
取
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)
七
月
三
十
日
ま

で
の
い
ず
れ
か
の
時
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
れ
は
一
体
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
大
阪
人
文
会
の
第
五
次
例
会
が
開
催
さ
れ
る
直
前
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
前
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(155) 



図
2 網

嶼
今
宵
會

歌
洲
奮
日
縁

芳
盟
水
不
尽

遺
韻
尚
綿
ミ

網

嶼

の

会

歌
洲
旧
日
の
縁

芳
盟
は
永
く
尽
き
ず

遺
韻
は
尚
ほ
綿
:
た
り
（
止
12)

特

に

注

目

さ

れ

る

の

は

、

「

初

知

二

新

獲

一

網

嶼
今
宵
會
歌
洲
薔
日
縁
」
（
初
め
て
知
る
二
十
子
新
た
に
獲

る
一
千
篇
網
嶼
今
宵
の
会
歌
洲
旧
日
の
縁
）
の
部
分
で

あ
る
。「

網
嶼
今
宵
の
会
」
と
は
、
網
島
の
鮒
宇
楼
で
開
催
さ
れ
た

大
阪
人
文
会
第
五
次
例
会
の
こ
と
を
、
ま
た
「
初
め
て
知
る
二
十

子
」
と
は
、
こ
の
例
会
に

出
席
し
た
人
文
会
の
会
員

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と

見
て
よ
か
ろ
う
。
更
に
明

治
二
十
二
年
(
-
八
八

九
）
の
町
村
制
施
行
に
際

し
て
、
加
島
村
と
御
幣
島

村
と
同
野
里
村
と
が
合
併

う
た
し
ま

し
て
西
成
郡
歌
島
村
と

な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
、
「
歌
洲
」
と
は

旧
加
島
村
の
こ
と
で
あ
り
、
「
歌
洲
旧
日
の
と
は
、
懐
徳

堂
廃
校
の
後
、
懐
徳
堂
関
係
の
遺
書
遺
物
を
旧
加
島
村
の
小
笠
原

氏
に
預
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
題
は
、
「
新
た
に
獲
る
一
千
篇
」
と
い
う
句
で
あ
る
。
「
歌
洲

旧
日
の
縁
」
が
、
懐
徳
堂
関
係
の
遣
書
遣
物
を
旧
加
島
村
の
小
笠

原
氏
に
預
け
て
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
新

た
に
」
「
一
千
篇
」
を
獲
得
し
た
と
い
う
の
は
、
木
菟
麻
呂
が
大

阪
人
文
会
第
五
次
例
会
の
直
前
の
時
点
で
初
め
て
、
小
笠
原
氏
に

預
け
て
い
た
遺
書
遺
物
を
受
け
継
い
だ
、
或
い
は
そ
の
存
在
を
認

識
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
新

た
に
」
と
の
表
現
は
、
木
菟
麻
呂
が
「
懐
徳
堂
遺
物
寄
進
の
記
」

に
お
い
て
、
小
笠
原
氏
に
預
け
て
あ
っ
た
行
李
の
中
に
「
余
も
始

め
て
見
た
る
懐
徳
堂
の
諭
薗
類
や
諸
種
の
記
録
類
な
ど
が
あ
っ

た
」
と
、
小
笠
原
氏
に
預
け
て
あ
っ
た
遣
書
遺
物
を
「
始
め
て
見

た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
し
よ
う
。
ま
た
、
「
一
千
篇
」

と
い
う
語
に
は
、
も
と
よ
り
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う

が
、
小
笠
原
氏
に
預
け
ら
れ
て
い
た
遣
書
遺
物
は
相
当
の
量
で
あ

り
、
木
菟
麻
呂
の
予
想
を
上
回
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と

推
測
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
廃
校
時
に
小
笠
原
氏
に
預
け
ら
れ
た
懐
徳
堂
関
係
の

遺
書
遺
物
は
、
明
治
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)
七
月
三
十
日
に
開

催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
第
五
次
例
会
の
お
そ
ら
く
直
前
ま
で
、
小
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（
一
九

に
お
い

の
後
「
大
阪

て
あ
っ
た
の
を
、
先

て
後
は
、
久
し
く
上
野
の
帝
室
博

て
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
四

九
一

0
)
七
月
ま
で
、
小
笠
原
氏
に
預
け
て
あ
っ
た

―
木
菟
麻
呂
が
一
度
も
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
明
治
十
五
年
（
「
八
八
二
）
七
月
に
東
京
へ
移
住
し
た
際

に
、
木
菟
麻
呂
が
そ
れ
ら
を
東
京
へ
運
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
あ
り

い
。
木
菟
麻
呂
が
、
中
井
家
の
当
主
と
し
て
受
け
継
い
だ
懐

即
遣
書
遣
物
の
全
容
を
知
っ
た
の
は
、
大
阪
人
文
会
に
よ

呈
顕
彰
運
動
が
既
に
始
動
し
て
い
た
、
明
治
四
十

0
)
七
月
の
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ら
れ

の

て

知

る

可

き

な

り

、

る
を
拾
ひ
闊
を
補
ひ
、
蕨

と
、
同
年
七
月
に
作
成
し

付
し
て
い
る
。

の
中
で
、
そ
の
成
立
の
経

て
い
る
。

お
わ
り
に

一
月
に
中
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も
と
よ
り
、

継
承
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
の
解
明
は
、
今
後

に
収
録
さ
れ
て
い
る

係

（

石

荒

先

生

説

／

竹

山

先

生

述

）

巻
（
已
刊
（
石
本
）
）
」
と
萬
年
先
生
詩
稿
一
巻
（
未
刊
）
」
と

の
二
点
だ
け
で
あ
り
、
懐
徳
堂
が
官
許
を
得
た
こ
と
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
石
庵
の
講
義
を
記
録
し
た
も
の
と
し
て
今
日
有
名
な

『
萬
年
先
生
論
孟
首
章
講
義
』
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
上
述
の
通
り
、
明
治
二
十
五
年
(
-
九
七
六
）
の
時
点
で

木
菟
麻
呂
が
、
「
加
島
村
小
笠
原
氏
に
預
け
お
き
た
る
」
懐
徳
堂

関

係

の

ま

だ

見

て

い

な

か

っ

た

た

め

と

考

え

ら

れ

る。

の
よ
う
に

な
お
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。

し
た
い
。

の
遺
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る

は
、
当
時
木
菟
麻
呂
が
所
蔵
し
て
い
た
蔵

情
報
に
加
え
て
、
明
治
二
十
五
年
(
-
九
七
六
）
の
春
に
京
都
で

得
た
と
い
う
「
二
三
の
書

I

に
基
づ
い
て
「
逸
書

補
っ
て
作
成
さ
れ
た
（
正
1
3
)
0

こ
の

を の

協
せ
、
懐
徳
堂
遺
編
目
録
を
為
る
、
凡
そ
六
十
九
篇
、

書
無
き
者
三
十
六
篇
疑
は
し
き
は
則
ち
焉
を
闊
く
、

明
治
壬
辰
六
月
癸
巳
中
井
生
成
文
謹
し
ん
で
識
す
。

す
な
わ
ち
、

(
l
)
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）
に
木
菟
麻
呂
は
「
懐
徳
堂
の
刻
額
」
を
寄

贈
し
て
お
り
、
厳
密
に
言
え
ば
、
寄
贈
自
体
は
三
回
行
わ
れ
た
。
注
4

参
照
。

(
2
)
後
述
す
る
よ
う
に
、
懐
徳
堂
の
廃
校
時
に
堂
内
に
存
在
し
た
遺
書
遺

物
の
中
に
は
、
懐
徳
堂
最
後
の
教
授
で
あ
っ
た
並
河
寒
泉
の
所
有
に
か

か
る
も
の
も
存
在
し
た
。
寒
泉
の
没
後
、
そ
の
所
有
物
が
ど
の
よ
う
に

受
け
継
が
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
矢
羽
野
隆
男
・
池
田
光
子
「
『
並
河

潤
菊
家
偲
遺
物
目
録
』
翻
刻
及
び
解
説
」
（
『
懐
徳
堂
研
究
』
第
五
号
、

二
0
一
四
年
二
月
）
参
照
。

(
3
)
木
菟
麻
呂
一
家
の
上
京
の
時
期
に
つ
い
て
、
羽
倉
敬
尚
「
懐
徳
堂
師

儒
四
家
の
系
図
」
（
『
懐
徳
』
第
三
十
七
号
、
一
九
六
六
年
十
月
）
、
同
「
中

井
木
菟
麿
翁
の
業
歴
ー
旧
教
聖
書
及
び
正
教
聖
典
の
瓢
訳
に
献
身
尽

カ
ー
」
（
『
懐
徳
』
第
四
十
四
号
、
一
九
七
四
年
十
月
）
及
び
竹
腰
礼
子
「
懐

徳
堂
文
庫
を
守
っ
た
人
ー
中
井
木
菟
麻
呂
翁
の
功
績
ー
」
（
『
大
阪
あ
ー

か
い
ぶ
ず
特
集
号
』
褐

2
、

年
（

一
九
九

0
年
十
一
月
）
は
、
明
治
二
十

八
八
八
）
の
こ
と
と
す
る
。
し
か
し
、
中
村
健
之
助
・
中
村
悦

ニ
コ
ラ
イ
堂
の
女
性
た
ち
』
（
教
文
館
、

七
章
ワ
ル
ワ
ラ
中
井
終
子
」
は
、
明
治
十
五
年
（

0
0
三
年
三
月
）
「
第

日
発
行
の
『
正
教
新
報
』
四
十
号
に
、
木
菟
麻
呂
が
愛
々
社
（
正
教
会

子 注

＼
r

ー、

ー
ノ
ー
ノ

）
八
月
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の
出
版
社
）
の
社
員
及
び
ニ
コ
ラ
イ
主
教
の
闘
訳
者
と
し
て
活
躍
し
は

じ
め
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
中
井
家
の
上
京

）
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
考

は
明
治
十
五
年
（

え
ら
れ
る
(
)

(
4
)
甲
種
遣
物
四
十
七
点
の
中
に
の
刻
額
」
が
含
ま
れ
て
い
な

い
の
は
、
「
懐
徳
堂
遣
物
寄
進
の
記
」
の
「
懐
徳
堂
幅
」
の
と
こ
ろ
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）
の
重
建
懐
徳
堂

開
堂
式
の
際
、
既
に
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
進
さ
れ
て
い
た
た

め
で
あ
る
e

な
お
、
注

3
前
掲
の
竹
腰
礼
子
「
懐
徳
堂
文
庫
を
守
っ
た

人
ー
中
井
木
菟
麻
呂
翁
の
功
績
ー
」
は
、
懐
徳
党
廃
校
後
の
遣
書
遣
物

に
関
し
て
、
「
本
庄
村
へ
の
移
居
は
荷
物
搬
入
に
な
お
二
十
八
日
を
要
し
、

そ
れ
で
も
土
蔵
に
入
り
き
ら
な
い
も
の
は
、
大
阪
府
西
成
郡
加
島
村
の

小
笠
原
氏
や
奈
良
県
生
駒
の
淡
輪
氏
、
京
都
の
並
河
氏
な
ど
の
親
戚
に

預
け
た
程
で
あ
っ
た
ら
し
い
～
し
そ
の
後
、
翁
（
竹
田
注
：
・
木
菟
麻
呂
の

こ
と
）
の
上
京
す
る
に
及
ん
で
、
大
半
は
持
参
し
残
り
は
さ
ら
に
淡
輪

氏
に
預
け
ら
れ
た
。
東
京
へ
持
参
し
た
書
物
は
主
教
館
の
書
庫
に
保
存

し
、
そ
の
修
復
・
曝
書
を
怠
ら
な
か
っ
た
が
、
『
七
経
雌
題
』
『
七
経
雌

題
略
』
『
七
経
逢
原
』
『
逸
史
』
な
ど
の
貴
重
本
は
安
全
を
期
し
て
帝
国

博
物
館
に
寄
託
し
て
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
本
庄
村
へ
の
移
居
は

荷
物
搬
入
に
な
お
二
八
日
を
要
し
」
た
と
い
う
の
は
、
後
述
す
る
『
懐

徳
堂
水
哉
館
先
哲
追
事
』
の
記
述
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
、
ま
た
木
菟
麻

呂
が
上
京
し
た
際
に
遣
書
追
物
の
「
大
半
」
を
持
参
し
、
ま
た
「
残
り

八
八

九

は
さ
ら
に
淡
輪
氏
に
預
け
ら
れ
た
」
と
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
注

3
前

掲
の
羽
倉
敬
尚
「
中
井
木
菟
麻
翁
の
業
歴
」
に
基
づ
く
と
誰
測
さ
れ
る
。

但
し
、
羽
倉
氏
は
小
笠
原
氏
に
預
け
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
ま
っ
た
＜

触
れ
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
木
菟
麻
呂
が
上
京
の

際
に
受
け
継
い
だ
遺
書
遣
物
の
「
大
半
」
を
持
参
し
た
と
い
う
の
は
疑

わ
し
い
ま
た
、
淡
輪
氏
や
並
河
氏
に
預
け
ら
れ
た
も
の
は
、
寒
泉
の

所
有
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

(
5
)
注
3
前
掲
中
村
健
之
介
・
中
村
悦
子

ニ
コ
ラ
イ
堂
の
女
性
た
ち
』

及
び
羽
倉
敬
尚
「
懐
徳
堂
師
偉
四
家
の
系
図
」
参
照
。
春
は
、
中
井
終

子
の
母
親
で
あ
る
。
な
お
、
幸
田
成
友
『
懐
徳
堂
旧
記
』
（
明
治
四
十
四

年
十
月
）
所
収
の
、
木
菟
麻
呂
が
作
成
し
た
「
中
井
氏
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、

小
笠
原
孝
治
に
嫁
い
だ
碩
呆
の
長
女
の
名
は
「
悛
子
」
で
あ
る
。
ま
た
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
加
島
村
は
、
明
治
二
十
二
年
（

に
御
幣
島
村
・
野
里
村
と
合
併
し
、

つ

大
阪

並
所
属
不
分
明

五
年
四
月
。

一
九
七
二
年
八

府
西
成
郡
役
所
編
『
西
成
那
史
』
（

月
、
名
著
出
版
よ
り
復
刻
。V
)

参
照
。

(
6
)
注
2
前
掲
矢
羽
野
隆
男
・
池
田
光
子
「
『
並
河
潤
菊
家
偲
追
物
日
録
』

闘
刻
及
び
解
説
」
に
よ
れ
ば
、
『
並
河
潤
菊
家
伽
遣
物
目
録
』
の
末
尾
に

は
、
木
菟
麻
呂
が
並
河
尚
総
（
矢
羽
野
・
池
田
両
氏
は
、
並
河
総
次
郎

の
こ
と
と
誰
測
し
て
い
る
）
に
宛
て
た
明
治
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）

月
十
六
日
付
の
文
書
が
別
紙
と
し
て
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
中

存
疑
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
懐
徳
堂
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の
廃
校
時
、
或
い
は
寒
泉
が
木
庄
村
を
離
れ
た
時
点
で
、
中
井
家
や
懐

徳
堂
の
も
の
と
寒
泉
の
所
有
物
と
の
間
に
、
部
分
的
に
混
在
が
生
じ
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
懐
徳
堂
の
廃
校
後
二
十
年
以
上
経
過
し
た

時
点
で
、
遺
書
遺
物
の
所
有
権
の
継
承
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
存
在

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
7
)
大
阪
市
役
所
編
『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』
第
一
巻
概
説
編
（
日
本
評

論
社
、
一
九
三
四
年
五
月
。
一
九
六
六
年
三
月
、
清
文
堂
出
版
よ
り
復
刻
。
）

に
は
、
「
網
島
の
鮒
宇
棲
」
が
明
治
後
期
の
北
区
に
お
け
る
「
多
人
敷
の

宴
會
席
と
し
て
名
高
い
」
店
の
一
っ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
8
)
太
田
源
之
助
は
、
西
村
天
囚
が
大
阪
人
文
会
で
の
活
動
と
し
て
懐
徳

堂
研
究
に
着
手
し
た
際
、
『
蘭
洲
遣
稿
』
・
『
浪
華
名
家
碑
文
集
』
・
『
懐
徳

堂
記
録
』
を
天
囚
に
提
供
し
、
そ
の
研
究
を
支
え
た
。
拙
稿
「
西
村
天

囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
『
懐
徳
堂
記
録
』
」
（
『
懐
徳
棠
研
究
』
第
七
号
、

二
0
一
六
年
二
月
）
、
「
西
村
天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
関
係
資
料
ー
『
蘭

洲
遺
稿
』
・
『
鶏
肋
篇
』
・
『
浪
華
名
家
碑
文
集
』
に
つ
い
て
ー
」
（
『
懐
徳
』

第
八
五
号
、
二

0
一
七
年

月
）
、
「
懐
徳
堂
文
庫
新
収
資
料
と
太
田
源

之
助
」
（
『
懐
徳
堂
研
究
』
第
八
号
、
二

0
一
七
年
二
月
）
参
照
。

(
9
)
懐
徳
堂
文
庫
新
田
文
庫
に
は
、
中
井
木
菟
麻
呂
の
膨
大
な
日
記
が
収

蔵
さ
れ
て
お
り
、
木
菟
麻
呂
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
日
記
の
記
述

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
木
菟

麻
呂
は
明
治
四
十
三
年
七
月
六
日
か
ら
八
月
二
十
九
日
の
間
、
大
阪
聖

堂
成
聖
式
に
出
席
す
る
た
め
に
東
京
を
離
れ
て
大
阪
へ
出
か
け
て
お
り
、

当
時
の
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋
霧
記
』
に
は
そ
の
間
の
木
菟
麻
呂
の
行

動
が
ま
っ
た
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
木
菟
麻
呂
が
小
笠

原
家
に
行
っ
た
時
期
な
ど
、
大
阪
人
文
会
第
五
次
例
会
前
後
の
木
菟
麻

呂
の
詳
し
い
行
動
に
つ
い
て
、
木
菟
麻
呂
の
日
記
か
ら
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

(10)
こ
の
資
料
は
、
池
田
光
子
「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
」
（
『
懐
徳

堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

0
0
四
〔
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学

部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
、

0
0
四
年
二
月
〕
所
収
）
に
お
い
て
、

E
l

4
6
『
中
井
木
菟
麻
呂
懐
徳
堂
関
係
資
料
（
懐
徳
堂
再
建
記
録
他
）
』
と

し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
、

B
4
サ
イ
ズ
の
も
の
で
あ
る
。

(11)
こ
の
資
料
に
記
さ
れ
て
い
る
「
懐
徳
堂
記
念
会
会
則
」
が
未
確
定
段

階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
第
一
条
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
会

則
で
は
「
本
會
ハ
明
治
四
十
四
年
十
月
五
日
ヲ
ト
シ
懐
徳
堂
記
念
祭
ヲ

執
行
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
の
文
言
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
本
會

（
マ
マ
）

月

日

ら
ず
、
ま
た
字
旬
が

ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

Jヽ

と
、
懐
徳
堂
記
念
祭
挙
行
の
日
付
が
入
っ
て
お

部
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
。
な
お
、

上
述
の
通
り
、
木
菟
麻
呂
は
「
懐
徳
堂
遣
物
寄
進
の
記
」
の
中
で
『
萬

年
先
生
論
孟
首
章
講
義
』
に
つ
い
て
、
「
學
問
所
の
開
講
が
十
月
五
日
で

あ
っ
た
事
が
載
つ
て
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鮒
宇
の
席
上
で
披
露
に
及
ん
だ

か
ら
、
懐
徳
堂
祭
典
の
日
が
即
座
に
定
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
、
「
経
過
報
告
第
一
」
や
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
に
お
い ス
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て
は
、
『
萬
年
先
生
論
孟
首
章
講
義
』
や
木
菟
麻
呂
に
つ
い
て
は
ま
っ
た

く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

(12)
「
追
韻
尚
綿
ミ
（
追
韻
は
尚
ほ
綿
ミ
た
り
）
」
の
句
は
、
懐
徳
堂
廃
校

の
際
、
寒
泉
が
校
門
の
門
扉
に
貼
付
し
た
と
い
う
漢
詩
の
二
旬
目
「
皐

比
狗
績
尚
綿
々
（
皐
比
狗
続
し
て
尚
ほ
綿
々
た
り
）
」
を
意
識
し
た
も
の

で
は
な
い
か
と
拙
測
さ
れ
る
。

(13)
「
懐
徳
常
追
編
目
録
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
六
十
九
点
の
う
ち
の
三
十

六
点
は
「
書
無
き
者
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
十
五
年
春
の

時
点
で
木
菟
麻
呂
が
所
蔵
し
て
い
た
懐
徳
堂
関
係
遣
書
は
、
僅
か
三
十

三
点
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
収
録
さ
れ
て
い
る
遺
書

の
ど
れ
が
「
書
無
き
者
」
な
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
「
懐

徳
堂
遺
編
日
録
」
と
は
別
に
作
成
さ
れ
た
、
屈
軒
や
柚
園
に
関
す
る
追

書
を
収
録
す
る
「
水
哉
館
遣
編
目
録
」
に
は
、
合
計
百
十
一
篇
が
収
録

さ
れ
、
そ
の
う
ち
「
今
存
す
る
所
」
は
八
十
五
篇
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
に
お
い
て
は
、
甲
種
・
乙
種
と
い
っ
た
区
分
は
設

け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
六
十
九
篇
は
「
石
旋
先
生
著
書
歿
編
」
・
「
蘭
洲
先

生
著
書
」
・
「
竹
山
先
生
著
書
」
・
「
蕉
園
先
生
著
書
」
・
「
碩
果
先
生
著
書
」

に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
村
天
囚
は
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
中
で
、

「
懐
徳
堂
遣
編
目
録
」
に
つ
い
て
数
力
所
言
及
し
て
お
り
、
「
鶏
肋
篇
を

逍
編
目
録
に
已
刊
と
あ
る
は
誤
な
り
」
（
「
蘭
洲
の
著
書
」
）
と
批
判
を
加

え
る
箇
所
も
あ
る
。
但
し
天
囚
は
、
「
竹
山
の
著
述
は
、
其
の
孫
黄
裳
の

編
次
せ
し
懐
徳
堂
追
編
目
録
に
見
え
た
る
が
、
其
の
外
太
田
蓋
隠
の
遺

を
補
ひ
し
も
の
敷
部
あ
り
」
（
「
竹
山
の
著
述
」
）
と
、
木
菟
麻
呂
を
竹
山

の
孫
と
誤
っ
た
説
明
を
し
て
い
る
。

2
5
2
8
4
0
1
2
)
 

[
追
記
]
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(
B
)
「
懐
徳
堂
の
総
合
的

研
究
」
（
研
究
代
表
者
：
竹
田
健
二
、
課
題
番
号

部
で
あ
り
、

の

成

果

の

七

年

一

月

二

十

二

日

に

開

催

さ

れ

た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
懐
徳
堂
研
究
と
女
学
生
文
化
」
（
主
催
：
大
阪
大
学
懐

徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
・
梅
花
女
子
大
学
・
凸
版
印
刷
株
式
会
社
、
共
催
[

懐
徳
堂
研
究
会
、
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
）
に
お
け
る
講
演
「
懐

徳
堂
顕
彰
運
動
と
大
阪
人
文
会
ー
懐
徳
堂
文
庫
新
収
資
料
『
古
漁
雑
記
』

と
太
田
源
之
助
ー
」
の
原
稿
に
、
大
幅
な
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
。

゜
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